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人口減少社会の到来やコロナ禍による全国的な公共交通利用者の減少等の影響により、本

市の公共交通を取り巻く環境はより一層、厳しい状況となりました。 

公共交通事業者の多くは、運転士不足の問題を抱え、全国的に路線の廃止や減便が行われ

ている状況に陥っており、加えて、2024（令和 6）年 4月から、バス運転士などを対象とし

た労働時間等の改善基準告示が適用されたことにより、公共交通の運転士不足の問題は今

後、さらに深刻化していくことが懸念されており、本市でもそれに起因した公共交通ネット

ワークの確保・維持が課題となっています。 

鉄道、路線バス及びタクシー利用者数は、新型コロナウィルス等の影響もあり 2020（令

和 2）年度に大きく減少しましたが、近年は徐々に回復傾向にある一方、自家用車への依存

度は約７割と依然として高く、「自家用車に頼らなければ移動しにくい」と感じる市民の割

合も約 78％と高い状況です。 

特に子どもたちや高齢者、障がい者など、自ら自動車を運転できない市民にとって、移動

手段の要となる公共交通は、生命線にも等しい重要な都市基盤であり、これらのいわゆる

「交通弱者」が移動しやすくなるよう、効率性を考慮しながら状況に合った 交通手段を確

保する必要があります。 

超高齢社会が進展するなか、各地域における生活交通の現状や課題は様々であり、一律の

対応では課題の解決に限界があることから、市民の皆さまが、明るく健やかに、安心して住

み慣れた地域で暮らし続けられるまちづくりを進めていくためには、それぞれの地域の実情

に即した、誰もがわかりやすく、利用しやすい持続可能な公共交通ネットワークの形成が 

不可欠です。 

この実現に向け、江南区地域公共交通検討会議における意見交換など、市民との協働のも

と、2025（令和 7）年度から実施する「江南区生活交通改善プラン」を策定しました。 

 この度、本プランの上位計画である「新潟市地域公共交通計画」が策定されたことを受け、

区においてこれまでの取組を振り返るとともに、現状把握と課題の検証などを行い、プラン

を策定したものです。 

 

 

 

 本市では、2028（令和 10）年度までを計画期間とする交通政策の基本方針「にいがた都市

交通戦略プラン［基本計画］」を 2019（令和元）年度に策定し、目指す交通の将来像を「県都

新潟の拠点化と安心して暮らせるまち」として、その実現に向けた基本方針を定めました。 

あわせて、この計画を上位計画とし、前期４年間で取り組む公共交通施策等を定めた「新

潟市地域公共交通網形成計画」を策定して交通施策を進めてきました。 

その後、前期期間の評価を行ったうえで現状の課題を反映し、後期６年間で取り組むべき

１ 江南区の持続可能な生活交通体系構築に向けて 

（1）江南区生活交通改善プランの背景と目的 

（２）江南区生活交通改善プランの位置づけ 
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公共交通の基本的な方針や公共交通施策について 、にいがた都市交通戦略プラン［後期実施

計画］と統合し、新たに「新潟市地域公共交通計画」として定めました。 

江南区生活交通改善プランは、「新潟市地域公共交通計画」の一部として、市民や関係者と

の協働のもと、区の公共交通の現状と課題への対応や、魅力あるまちづくりとの連携など、

区の実情に応じて必要となる具体的な交通施策等を定める実施計画です。 

 

図（上位関連計画との関係） 

    

 
 
 
 計画期間は、「にいがた都市交通戦略プラン（基本計画）」と「新潟市地域公共交通計画」

に合わせ、2028（令和 10）年度までとします。 

 
 
 
 
  

（３）江南区生活交通改善プランの計画期間 

-2-



 
 

 

 
①地勢 
江南区は、信濃川、阿賀野川、小阿賀野川、日本海東北自動車道に囲まれ、新潟市のほぼ

中心に位置し、西蒲区以外の全ての区と阿賀野市に接しています。 

面積は 75.42 ㎢で全市域の約 10％を占めて 

います。 

 移動環境として、道路は区内の南北を縦断 

する国道 49 号や国道 403 号、県道 1号(新潟 

小須戸三条線)、県道 4号(新潟港横越線)が 

都心方向へのアクセスを担い、主に県道 16 号 

(新潟亀田内野線)が東西のアクセスを担って 

います。 

 また、北区を起点に、江南区、南区、西区を経由し、西蒲区に至る延長約 45 キロメート

ルの新潟中央環状道路の整備を進めており、横越地区で一部供用が開始されました。 

 高速道路は、日本海東北自動車道、磐越自動車道及び北陸自動車道が東西と南北を貫通

しており、新潟中央 IC、新潟亀田 IC、新潟空港 IC、新潟東スマート IC があります。 

 

②人口 

江南区の人口は、67,501 人（令和６年 11 月末）で新潟市 8区の中で 6番目です。将来推

計人口によると、今後もより一層高齢化が進展していき、公共交通を必要とする高齢者が

さらに増える状況が見込まれます。 
【江南区将来推計人口】 

 実績値 推計値 

年 2020 年 2024 年 2030 年 2035 年 2040 年 

総人口（人） 67,972 67,570 62,098 58,985 55,453 

65 歳以上（人） 20,495 20,477 21,293 21,206 21,709 

65 歳以上割合

（％） 
30.2 30.3 34.3 36.0 39.1 

※2020 年は令和 2 年国勢調査より 

※2024 年は住民基本台帳（3月末時点）より 

※推計値は令和 2 年国勢調査・新潟市独自推計より 

 

  

２ 江南区の現状と市民ニーズ 

（1）区の現状（概要） 
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 新潟市の公共交通は、新潟市と周辺自治体を結ぶ鉄道と路線 
バス等をはじめ区バスや住民バス、目的バスが運行されていま 
す。また、新幹線が停車する新潟駅や新潟港、新潟空港があり 
県内外へ広域交通拠点があります。 
 都市機能誘導区域とその周辺の居住誘導区域を結ばれ、立地 
適正化計画など、まちづくりと整合が図られた公共交通網を形 
成しています。 
 公共交通機関のある地域※に住んでいる居住人口割合は 2022 
年度で 95.5％となっています。 
 
 ※公共交通機関のある地域（小地域単位） 
 ・バス停から半径 300ｍの範囲にかかっている地域 
 または 鉄道駅から半径 500ｍの範囲にかかっている地域 
  

（2）市における公共交通の現状 

出典：新潟市 
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①鉄道（ＪＲ） 

 JR 信越本線が区を縦断しており、亀田駅があります。上り・下り合わせて１日 100 本

以上の電車が運行しており、市内では新潟駅に次ぐ 1 日平均約 5,000 人の乗車がありま

す。このほか、現在，新駅（二本木地内）設置に向けた検討が進められています。 

 

②新潟交通グループ路線バス 

区の交通拠点である亀田駅前、南部営業所や曽野木ニュータウンから都心部に向かう

路線が区民の足として重要な役割を担っています。 

【運行状況】令和 6年 11 月現在 

路線名 平日 土曜 日祝 

S2 鳥屋野線 

（曽野木ﾆｭｰﾀｳﾝ～鳥屋野～県庁前～古町～新潟駅前） 
87 便 63 便 57 便 

S6 長潟線（南部営業所～南長潟～新潟駅南口） 138 便 93 便 90 便 

S7 スポーツ公園線 

（曽野木ﾆｭｰﾀｳﾝ～スポーツ公園前～南長潟～新潟駅南口） 
19 便 7 便 11 便 

S8 京王団地線 

（南部営業所～イオンモール新潟南～京王団地～新潟駅前～万代シティ） 
26 便 23 便 22 便 

S9 亀田・横越線 

（水原～横越～亀田駅西口～新潟駅前・万代シティ） 
72 便 37 便 37 便 

 

  

（３）区における公共交通の現状 

新駅（予定地） 

新潟中央環状道路
（供用済） 

新潟中央環状道路
（予定） 
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  ③区バス・住民バス 

区制導入に伴い、まちづくりや区役所等への新たな移動ニーズに対応するため、平成

20 年より区バスを運行しています。また、市では住民組織が運営主体となる住民バス

制度を創設し、住民バスへの補助を行っています。 

現在区内では 4 地区で 9 路線の住民バスが地域の移動手段としての役割を担ってい

ます。 

【運行状況】令和 5年 12 月 1 日～ 

路線名 平日 土休日 

江南区バス【区バス】 

（アスパーク亀田～亀田駅～イオン～曽野木～市民病院） 
17 便 15 便 

カナリア号【茅野山・早通生活交通協議会】 

（亀田駅～江南区役所～亀田駅）  
8 便 8 便 

横バス北ルート【横バス協議会】 

（亀田駅東口～小杉～横越出張所～亀田駅東口） 
10 便 

9 便 

(土曜のみ) 

横バス南ルート【横バス協議会】 

（荻川駅～二本木～沢海～横越出張所～荻川駅） 
9 便 － 

両川地域バス※【両川地区バス運営協議会】 

（亀田駅西口～早通学校前～善徳～中谷内～酒屋車庫） 
10 便 － 

両川地域バス※【両川地区バス運営協議会】 

（曽川～天野～舞潟～和田～酒屋小学校前～酒屋車庫） 
6 便 － 

大江山地域バス※【大江山地域バス運営協議会】 

（一日市～本所～上江口～大渕～大江山連絡所前） 
11 便 － 

大江山地域バス※【大江山地域バス運営協議会】 

（岡山～大渕団地～大渕小学校前～大江山連絡所前） 
4 便 － 

大江山地域バス※【大江山地域バス運営協議会】 

（南長潟～鵜ノ子～亀田駅西口～北山～大江山連絡所前） 
10 便 － 

※新潟交通グループ路線バスの延伸路線 

 

 ④タクシー 

 区内にはタクシー営業所が 2か所あり、72 台（個人タクシーを除く、令和 6年 12 月現

在）が稼働し、亀田駅や大型ショッピングセンターでは常時車両が待機し、細やかな移動

ニ―ズに対応しています。 

主な乗場 亀田駅、イオンモール新潟亀田インター、アピタ新潟亀田

店 
 

⑤高速バス 

  区内の高速バス乗り場は「酒屋」、「西野」停留所があり、県内・県外の高速バスの乗降

場所となっています。  

【運行状況】令和 6年 11 月現在 

酒屋 平日 土休日 

五泉・村松方面（乗降可） 6 便 5 便 

新潟方面（乗降可） 6 便 5 便 
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西野   

 山形方面（乗車のみ） 2 便 2 便 

新潟方面（降車のみ） 2 便 2 便 

  
 

 
①代表交通手段【新潟市内都市交通特性調査（令和 4年 11 月）】 

区民の代表交通手段は「自動車」77.2%、「鉄道」3.1%「バス」1.7％となっています（図

１）。平成 29 年度の調査から「自動車」の割合は変わりませんが、「鉄道」、「バス」の利

用者は若干増加しています。 
 
図１ 区別の代表交通分担率 

（４）区民の移動特性及び市民ニーズ 

鉄道, 3.7%

鉄道, 1.9%

鉄道, 1.2%
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鉄道, 6.9%

鉄道, 0.2%

鉄道, 3.5%

鉄道, 3.0%

バス, 0.8%

バス, 4.2%

バス, 5.6%

バス, 1.7%

バス, 0.6%

バス, 2.8%

バス, 3.6%

バス, 1.0%

自動車, 80.9%

自動車, 72.9%

自動車, 58.6%
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自動車, 81.9%

二輪車, 0.4%

二輪車, 0.6%

二輪車, 0.9%

二輪車, 0.4%
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二輪車, 1.0%
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自転車, 3.2%

自転車, 6.6%
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自転車, 4.4%

自転車, 5.6%
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徒歩, 11.0%
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②公共交通の利便性【第４９回市政世論調査（令和 4年 7月）】 

  移動する際の交通手段の満足度（図２）について、わずかではあるものの「バス」は市

全体の満足度を下回っていますが、「バス」以外の交通手段は市全体の満足度を上回り、8
区で中位になっています。 

 

図２ 移動する際の交通手段の満足度（出展：第４９回市政世論調査 令和４年７月（『満足』

『やや満足』との合計） 
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また、『自動車に頼らなければ移動しにくい』と感じている区民の割合は 76.9％であり、

8 区で下から 3 番目になっています（図３）。しかし、過半数を超える区民が不便を感じる

状況であり、さらなる公共交通の充実が求められています。 
 

図３ 自動車に頼らなくても移動しやすいか（『あまり思わない』『思わない』との合計） 
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50.0%

75.0%

100.0%

北 東 中央 江南 秋葉 南 西 西蒲 市全体

小学校区バス乗車体験学習会の様子（R6） 
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      基
本
方

針
 

課
題
 

具
体

的
な
交

通
施
策
 

取
り

組
み
状

況
 

１
．

公
共
交

通
空
白

・
不
便
地

域
の

解
消
 

 
・
交

通
不

便
地

域
を
走

る
住
民

バ
ス

は
、
廃
止

路

線
を

引
き

継
ぐ

形
で

運
行

さ
れ

て
お

り
、

ニ

ー
ズ

と
合
致

せ
ず
、

利
用
し
に

く
い
 

ア
ン

ケ
ー
ト

等
ニ
ー

ズ
調
査
や

分
析
 

・
横

バ
ス

の
利

用
促

進
の

基
礎

デ
ー

タ
と

す
る

た
め

、
属

性
や

目
的

な
ど
を

把
握
す

る
Ｏ
Ｄ
（

乗
降

）
調

査
を
実

施
（

R5
）

 

・
区

バ
ス

の
利

用
促

進
の

基
礎

デ
ー

タ
と

す
る

た
め

、
属

性
や

目
的

な
ど
を

把
握
す

る
Ｏ
Ｄ
（

乗
降

）
調

査
を
実

施
（

R6
）

 

多
様

な
運
行

手
段
の

検
討
（
デ

マ
ン

ド
型

交
通
等

） 
・

大
江

山
地

区
に

お
い

て
、

社
会

福
祉

法
人

の
車

両
を

活
用

し

た
買

い
物
支

援
を
実

施
（

R3
～

）
 

・
人

口
減

少
が

顕
著
な

地
域
で

は
、
定

時
定
路

線

型
を

維
持
す

る
こ
と

が
困
難
 

地
域

と
民
間

事
業
者

と
の
協
議

 
・

住
民

バ
ス

総
会
に

出
席
し
、

意
見

交
換
 

ス
ク

ー
ル
バ

ス
等
目

的
バ
ス
と

の
連

携
の

検
討
 

・
横

越
地

域
に

お
い

て
ス

ク
ー

ル
バ

ス
と

の
連

携
を

検
討

し
た

が
、

統
合

し
た

場
合

、
車

両
の

定
員

超
過

や
経

費
が

増
大

す

る
こ

と
か
ら

断
念
（

R
5
）
 

・
住

民
バ
ス

に
は
市

の
支
援
が

必
要
 

補
助

支
援
の

継
続
 

・
住

民
バ
ス

へ
の
補

助
金
に
よ

る
補

助
支

援
を
継

続
 

 

【
成

果
指
標

】
新
た

な
移
動
手

段
を

構
築

 
（

R6
目

標
：

2
件

）
 

 
大

江
山

地
区

や
両

川
地

区
で

の
住

民
バ

ス
社

会
実

験
に

つ
い

て
は

、
運

行
継

続
に

必
要

な
目

標
収

支
率

を
達
成

で
き
ず

に
終
了
し

た
こ

と
か

ら
、
当

該
2
地

区
に

お
い

て
新
た

な
移
動
手

段
に

つ
い

て

検
討

が
進
め

ら
れ
て

い
る
た
め

、
2
件
を

目
標
値

と
し
た
。

 

年
度
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

目
標

（
件
）
 

2
 

実
績

（
件
）
 

0
 

1
 

1
 

1
 

３
 

江
南

区
生

活
交

通
改

善
プ

ラ
ン

（
令

和
2

年
度

策
定

）
の

取
り

組
み

状
況

 

（
１

）
江

南
区

生
活

交
通

改
善

プ
ラ

ン
の

取
り

組
み

状
況
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基
本

方
針 

課
題
 

具
体

的
な
交

通
施
策
 

取
り

組
み
状

況
 

２
．

既
存
公

共
交
通

の
さ
ら
な

る
利

便
性

向
上
 

 
・

乗
換

拠
点

で
の

乗
換

時
の

負
担

を
軽

減
す

る

た
め

に
、
各

路
線
バ

ス
同
士
の

連
携

が
必

要
 

区
内

公
共

交
通

の
利

便
性

向
上

の
た

め
の

交
通

事

業
者

と
の
協

議
や
取

り
組
み
の

実
施
 

・
江

南
区
公

共
交
通

検
討
会
議

（
R
2
～

R6
）
 

・
感

染
症

防
止

対
策
と

し
て
、
区

バ
ス
・
住
民

バ
ス

に
抗
菌
・

抗
ウ

イ
ル
ス

加
工
を

施
工
（
R
2
）
 

鉄
道
・
バ

ス
・
タ

ク
シ

ー
・
マ

イ
カ

ー
等

の
接
続

環

境
向

上
を
含

め
た
乗

換
拠
点
の

検
討

・
整

備
 

・
亀

田
駅
東

口
パ
ー

ク
ア
ン
ド

ラ
イ

ド
の

継
続
 

区
全

体
の
公

共
交
通

充
実
に
向

け
た

区
バ

ス
・
住

民

バ
ス

の
ル
ー

ト
、
ダ

イ
ヤ
の
見

直
し
 

・
江

南
区
地

域
公
共

交
通
に
関

す
る

意
見

交
換
会
 

・
区

バ
ス
ダ

イ
ヤ
見

直
し
（
R
2
～

R
5
）
 

 
※

R
5
江
南

区
福
祉

セ
ン
タ

ー
、

鐘
木

鍋
潟
、

鍋
潟
新
田

 

バ
ス

停
停
車

便
減
 

・
カ

ナ
リ
ア

号
ダ
イ

ヤ
見
直
し

（
R
3
）
 

・
横

バ
ス
ダ

イ
ヤ
見

直
し
（
R
4
）
 

区
バ

ス
・
住

民
バ
ス

共
通
回
数

券
の

検
討
 

・
課

題
整
理

、
導
入

見
送
り
（

R
2
）
 

・
区

民
へ

の
シ

ニ
ア

半
わ

り
や

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
等
の

制
度
の

周
知
が
不

足
し

て
い

る
 

区
バ

ス
に
ノ

ン
ス
テ

ッ
プ
バ
ス

導
入
 

・
ノ

ン
ス
テ

ッ
プ
バ

ス
導
入
（

R
2
、

R
3）

 

区
役

所
だ
よ

り
や

S
N
S
等
を
活

用
し

た
情

報
提
供
 

・
区

だ
よ
り

で
区
バ

ス
住
民
バ

ス
の

利
用

状
況
等

を
広
報
 

（
R
2
～

R
4）

 

・
横

バ
ス
の

利
用
状

況
を
お
知

ら
せ

す
る

か
わ
ら

版
発
行
 

（
R
4
～

）
 

・
e
区

バ
ス

に
よ
る

位
置
・
運

行
情

報
提

供
 

【
成

果
指
標

】
区
バ

ス
・
住
民

バ
ス

の
利

用
者
総

数
 
 

 
区

バ
ス
・
住

民
バ

ス
創
設
時

よ
り

、
ル

ー
ト
増

加
や
増
便

な
ど

に
よ

り
、
利

用
者
を
大

幅
に

増
加

さ

せ
て

き
た
が

、
今

後
は
運

転
士

不
足

な
ど

に
よ
り

サ
ー
ビ
ス

レ
ベ

ル
を

確
保
維

持
す
る
こ

と
も

困
難

と

な
っ

て
く
る

た
め
、

利
用
者
数

を
毎

年
２

％
増
加

さ
せ
る
こ

と
を

目
標

値
と
し

た
。
 

年
度
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

目
標

（
人
）
 

1
5
2
,
8
0
0 

1
5
5
,
8
0
0 

1
5
9
,
0
0
0 

1
6
2
,
1
0
0 

実
績

（
人
）
 

1
2
1
,
1
2
7 

1
3
0
,
5
0
3 

1
4
0
,
5
9
9 

1
5
0
,
9
1
0 
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基
本

方
針 

課
題
 

具
体

的
な
交

通
施
策
 

取
り

組
み
状

況
 

３
．

公
共
交

通
を
み

ん
な
で
支

え
る

意
識

づ
く
り
 

  

・
乗

換
時

の
負

担
を

軽
減

す
る

等
よ

り
使

い
や

す
い

公
共

交
通

の
実

現
に

向
け

た
方

策
に

つ
い

て
、
引
き

続
き

関
係

者
同
士
が

連
携

し
、
取

り
組

む
こ

と
が
必

要
 

区
民

の
公

共
交

通
に

対
す

る
意

識
向

上
に

向
け

た

取
り

組
み
 

・
小

学
校
で

区
バ
ス

乗
車
体
験

学
習

会
を

開
催
（

R
2
～

R6
）

 

・
高

齢
者
向

け
シ
ル

バ
ー
チ
ケ

ッ
ト

発
行

会
の
開

催
（

R5
、
R
6
）
 

新
た

な
住

民
バ

ス
や

新
規

ル
ー

ト
の

創
出

に
向

け

た
意

見
交
換
 

・
取

組
な
し
 

 

料
金

体
系
や

I
C
カ

ー
ド
の
連

携
に

つ
い

て
の
意

見

交
換
 

・
江

南
区
地

域
公
共

交
通
に
関

す
る

意
見

交
換
会

（
再
掲
）

 

・
自

家
用
車

へ
の
依

存
度
が
高

く
、
区

民
の
公

共

交
通

に
関
す

る
意
識

が
ま
だ
低

い
 

地
域

や
学
校

へ
の
周

知
・
啓
発

活
動
 

・
区

バ
ス
新

車
両
導

入
に
合
わ

せ
た

車
両

見
学
会

（
R
2）

 

・
バ

ス
こ
ど

も
無
料

の
日
（
R
2
～

R
6
）
 

・
小

学
校
で

区
バ
ス

乗
車
体
験

学
習

会
を

開
催
（

再
掲
）
 

・
高

齢
者
向

け
シ
ル

バ
ー
チ
ケ

ッ
ト

発
行

会
の
開

催
（
再
掲

）
 

各
企

業
や

施
設

に
お

け
る

公
共

交
通

利
用

促
進

に

向
け

た
活
動

の
推
進
 

・
取

組
な
し
 

【
成

果
指
標

】
市
政

世
論
調
査

の
数

値
改

善
 

平
成

3
0
年
度

の
市
政

世
論
調

査
で

は
、
区

と
し

て
良
く
な

っ
て

い
る

も
の
と

し
て
「
公

共
交

通
の

充

実
」

と
回
答

し
た
割

合
は

9.
7
％

で
あ
っ

た
も
の

が
、
翌
令

和
元

年
度

の
調
査

で
は

5.
8
％

と
3.
9
ポ

イ
ン

ト
落
ち

て
い
る

こ
と
か
ら

、
平

成
3
0
年

度
の

9
.
7％

を
上

回
る

こ
と
を

目
標
値
と

し
た

。
 

ま
た

、
区

バ
ス
・

住
民

バ
ス
利

用
状

況
に

つ
い
て

、
区

民
の

公
共

交
通

に
対
す

る
関
心
を

高
め

る
た

め
、
区
役

所
だ
よ

り
な
ど

で
周

知
を

図
る

と
と
も

に
、
住
民

が
主

体
と

な
っ
て

運
行
す
る

住
民

バ
ス

に

お
い

て
も
、

運
営
団

体
と
協
力

し
地

域
住

民
へ
の

広
報
を
行

っ
た

。
 

市
政

世
論
調

査
 

年
度
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

目
標

（
％
）
 

9
.
7
％
 

実
績

（
％
）
 

5
.
2
 

5
.
8
 

3
.
5
 

4
.
4
 

広
報

回
数
（

住
民
バ

ス
）
 

年
度
 

R
2
 

R
3
 

R
4
 

R
5
 

目
標

（
件
）
 

2
件
 

実
績

（
件
）
 

2
 

2
 

2
 

2
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課題① 既存公共交通の利便性向上 に関すること 

●さらなる少子・高齢化の進展を見据え、持続可能な生活交通を維持するため、より多

くの方に利用を促す取り組みが必要 

●移動障壁（乗換拠点での乗換時の負担）を軽減するために、各路線バス同士の連携が 

必要 
 

課題② 公共交通空白・不便地域の解消 に関すること 

●公共交通空白地域における移動手段を確保するため、地域のニーズ・実情に応じた交

通手段の検討が必要（高齢者の買い物など外出需要への対応） 
 

課題③ 公共交通をみんなで支える意識づくり に関すること 

●自家用車への依存度が高く、区民の公共交通離れが進んでいる 
●感染症や IT 技術の進化等、目まぐるしく変化する社会情勢への対応 

 

 
  

４．江南区が今後取り組む必要のある課題 

（１）現状における課題 

ノンステップバスの導入（区バス R2～） 
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 「第 4 章 江南区が今後取り組む必要のある課題」を踏まえ、上位計画である「にいがた

都市交通戦略プラン」及び同計画の交通分野の実施計画である「新潟市地域公共交通計画」

の基本的な方針に基づき、目標及び基本方針を定めました。 
 
 

誰もがいきいきと快適に生活できるまちを目指し、それが可能となる生活交通体系の実

現に向けて、区バス・住民バス、路線バス、タクシーのほか、自家用車によるパークアンド

ライド等あらゆる手段により、区民が利便性の向上を実感でき、身近に感じられる公共交

通を目指します。 
 
 
基本方針① 既存公共交通の利便性向上 

  ●地域のニーズを把握し、区バス・住民バスの適切な運航を実施します。 

  ●交通事業者などと連携し、利便性の向上を図ります。 

 

 基本方針② 公共交通空白・不便地域の解消 

●各地域の実情に即した移動手段の実現に向けて、地域や多様な主体との協働により公

共交通空白・不便地域の解消を図ります。 

 
基本方針③ 公共交通をみんなで支える意識づくり 

●各地域で築いてきた公共交通を、地域全体で守り、育てていくため、意見交換等の場 

を積極的に設け、区民や公共交通関係者同士の連携強化を図り、地域の公共交通に対

する意識を高めます。 

      

５． 江南区が目指す交通の将来像 

（２）課題解決に向けての基本方針 

（１）目標 

大江山助け合いの輸送 
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大
形

駅

＜
参

考
資

料
＞

江
南

区
の

公
共

交
通

（
将

来
の

イ
メ
ー
ジ
）

市
民

病
院

大
江

山
連

絡
所

横
越

出
張

所

酒
屋

車
庫

江
南

区
役

所

ア
ス
パ

ー
ク
亀

田

新
潟

駅

曽
川

南
長

潟

岡
山

曽
野

木
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

南
部

営
業

所
亀

田
駅

前

荻
川

駅

新
潟

空
港

I･
C

新
潟

中
央

I･
C

新
潟

亀
田

I･
C

区
内

交
通

拠
点

か
ら
都

心
部

へ
の

便
数

が
充

実
し
ま
す

公
共

交
通

空
白

地
域

が
改

善
さ
れ
ま
す

公
共

交
通

空
白

地
域
が

改
善
さ
れ
ま
す

区
内

間
の

移
動

が
充

実
し
ま
す

各
地

区
か
ら
交

通
拠

点
へ
の

移
動

手
段

が
充

実
し
ま
す

こ
の

地
図

は
、
新

潟
市

発
行

の
2千

5百
分

の
1地

形
図

を
複

製
し
た
も
の

で
あ
る
。
（
承
認

番
号
）
平

26
新

都
第

21
5号

の
2

・
公

共
交

通
空

白
地

域
が
改

善
さ
れ

る
・
区

内
交

通
拠

点
か

ら
都
心

部
へ
は

更
に
便

数
が
充

実
す
る

・
区

内
各

地
区

か
ら
区

内
交

通
拠
点

へ
の
移

動
手
段

が
充
実

す
る

・
区

内
間

の
移

動
手

段
が
充

実
す
る

凡
例

JR
線

新
潟

交
通

系

区
バ

ス
住

民
バ

ス
等

住
宅

地

交
通

拠
点

公
共

交
通

空
白

地
域

タ
ク
シ
ー
待

機
場

所

イ
オ
ン
モ
ー
ル

新
潟

南

亀
田

駅

新
駅

-15-

前回のイメージ図です。
現在更新作業中



 
 
 

 

基本方針① 既存公共交通の利便性向上 

課 題 具体的な交通施策 
既存の公共交通網の利便性の向上 ◆区全体の公共交通充実に向けた区バス・住民

バスのルート、ダイヤの見直し 
◆アンケート等によるニーズ調査や分析 

移動障壁（乗り換えの負担等）の軽減 ◆区内公共交通の利便性向上のための交通事

業者との協議や取り組みの実施 
◆鉄道・バス・タクシー・マイカー等の接続環

境向上を含めた乗換拠点の検討・整備  
 

 基本方針② 公共交通空白・不便地域の解消 

課 題 具体的な交通施策 
人口減少が顕著な地域では、定時定路線

型を維持することが困難 
◆地域や民間事業者との協議による多様な運

行手段の検討・実践（助け合いの輸送） 
 
基本方針③ 公共交通をみんなで支える意識づくり 

課 題 具体的な交通施策 
区民の公共交通離れ ◆地域や学校への周知・啓発活動 

◆各企業や施設とのタイアップによる公共交

通利用の促進 
感染症や IT 技術の進化等、社会情勢の

変化への対応 
◆意見交換の開催 
◆地域や民間事業者との協議 
◆アンケート等によるニーズ調査や分析 

  

６．江南区の具体的な交通施策 

（1）計画期間における取り組み ［計画期間は R7 年度から R10 年度］ 
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基本方針① 既存公共交通の利便性向上 

  区民が区内外に円滑に移動できるよう、また当区への来訪者にとっても移動しやすい環

境となるよう、区バス・住民バスやタクシー事業等が有機的に連動することで利便性の向

上を図ります。 

 

  現状（Ｒ5 年度） ⇒ Ｒ10 年度 
区バス・住民バスの利用者総数 150,910 人 ⇒ 166,000 人 

※区バス・住民バスには、延伸路線は含まない 
 

  【目標値算定の考え方】 

 新型コロナウイルス感染症の影響により、公共交通の利用者は R2 年度に大幅に減少

した。Ｒ5 年度の利用者はコロナ禍前の水準に回復傾向にあるものの、利用者の増加に

はいたってはいない。今後、利用者にとって移動しやすい環境を関係者と協議しながら、

利用者数の上昇率について、新潟市総合計画 2030 の取組指標と連動した年 2％を目標

とする。 
 

 基本方針② 公共交通空白・不便地域の解消 

各地域の実情に即した移動手段の実現に向けて、地域とともに進めることで、公共交通

空白・不便地域の解消を図ります。 

 
 現状（Ｒ5年度） ⇒ Ｒ10 年度 

新たな移動手段の支援 1 件 ⇒ 2 件 

 
  【目標値算定の考え方】 

   大江山地区や両川地区では住民団体を主体とした助け合いの輸送が検討されており、

Ｒ6 年度では大江山地区のみ買い物支援として運行している。問題点として、運転手不

足や実費相当額の負担が挙げられており、負担を軽減する方針を地域と協議し、公共交

通空白地の支援を行う。 

 

  

（２）成果指標の設定 
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基本方針③ 公共交通をみんなで支える意識づくり 

地域で築いてきた公共交通を、地域全体で守り、育てていくため、意見交換等の場を積

極的に設け、区民や公共交通関係者同士の連携強化を図り、地域の公共交通に対する意識

を高めます。 

 

 現状 ⇒ Ｒ10 年度 

市政世論調査 
自動車に頼らなくても移動しやす

いか 
（『あまり思わない』『思わない』と

の合計） 

76.9％ 

（第 49 回） 
⇒ 75.0％以下 

区バス・住民バス利用状況の周知 5 件 

（R5 年度） 
⇒ 6 件 

 
  【目標値算定の考え方】 

 先述のとおり、第 49 回市政世論調査では、7 割を超える区民が自動車に頼らなければ

移動しにくいと感じています。今後は交通関係者や区民と意見交換を行い、移動しやす

いと感じる公共交通の実現を目指します。 
また、区バス・住民バス利用状況について、区民の公共交通に対する関心を高めるた

め、区バス・住民バスの利用状況について区役所だよりなどで周知を図るとともに、住

民が主体となって運行する住民バスにおいても、運営団体と協力し地域住民への広報を

行う。  
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開催日 会議名 内容 

令和 6年 

12 月 20 日（金） 

令和 6 年度 江南区地域

公共交通検討会議（第 1

回） 

○生活交通改善プランの改定について 

 

令和 7年 

○月○日（○） 

令和 6 年度 江南区地域

公共交通検討会議（第 2

回） 

○生活交通改善プランの最終案 

 

令和 7年 

○月○日（○） 

江南区自治協議会本会議・

まちづくり部会（第○回） 

○生活交通改善プランの最終案 

   

   

   

   

 
※生活交通改善プラン（地域公共交通検討会議）の詳細は、以下のホームページに掲載 

https://www.city.niigata.lg.jp/kurashi/doro/kotsu/kentoukaigi.html 

◆ 参考資料編 

（1）令和 7 年度 江南区生活交通改善プラン策定経過 
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